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美を美術解剖学から考える
—体幹にある美—

宮永美知代 *
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The Beauty of the Trunk
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Abstract
Artistic anatomy had begun as the anatomy for painters and sculptors in 15th century of Italy. Leonardo da Vinci 

(1452–1519) dissected even 30 male and female bodies of all ages during his lifetime. In the Christianity where the naked-
ness was thought to be guilty to express the beauty such as ancient Greek sculpture, the manner to know the inner structure 
by dissection was extraordinary but the best way to understand the human body precisely by the dissection for the expression 
at that time. As like torso of the ancient Greek, the beauty of modeling is in the expression of the trunk. The spinal column 
that creates the posture, the muscles of the body wall that wrap the internal organs, the subcutaneous fat that surrounding 
them and the expressions of their reliefs, appearing and vanishing from the skin surface, had made the expressions of males 
and females of all over the age. Many young beauties had been modeled, whereas the expressions of old women were also 
seen in the 19th century. I observe the beauty of old aged person from the works of Rodin and others. It seems that there may 
be a hint to build a vision to accept the change due to one’s own age in the expressions of paintings and sculptures.
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1. はじめに，美術解剖学とは？

今日，美術解剖学（Artistic Anatomy/Art Anatomy）とは
どのような分野なのか，またどのように発祥したのかに
ついて知る人は多くはない。
美術解剖学は15世紀イタリアで，画家や彫刻家のた
めの解剖学として始まった。
《モナ・リザ》を描いた Leonardo da Vinci（1452–1519）
は，その生涯に30体もの老若男女の人体解剖を行った
ことを自ら記している。ダ・ヴィンチが行った解剖の
記録である《解剖手稿》では，人体のみならず，解剖は
ウシ，ウマ，クマなど多様な動物を解剖し内部構造を調
べていたことがわかる。そもそもは人物の表現を深め
るために内部構造を知り，そこからのかたちの学びを表
現に活かそうと始めた解剖であった。しかし，ダ・ヴィ
ンチの興味はそれにとどまらず，人体の科学，ひいては
生命の神秘に分け入るような，「解剖のための解剖」と
なっていった様子が窺える。ダ・ヴィンチの死後《解剖

手稿》は弟子の手に渡った後，歴史の表から一旦消えた
が，18世紀にイギリス王家の所有となっていることが
判明し，現在，ウィンザー城の至宝となっている。
ダ・ヴィンチはさまざまな科学技術の祖となった天才
であったが，同時に美術解剖学の創始者でもある。
ダ・ヴィンチと同時代の Michelangelo Buonarroti

（1475–1564）は，自らは彫刻家としての自負を持ち，「解
剖嫌い」とされているが，19歳の頃にフィレンツェのサ
ント・スピリト修道院で人体解剖を行っていた。今日に
残る彼の解剖スケッチやドローイングには，当時は名称
さえも与えられていなかった筋を別の角度から描いた場
合にどのように変化するか，同定する工夫が見られるな
ど，筋肉のかたちへの深い興味が感じられる。ミケラン
ジェロはダ・ヴィンチ以上に人体解剖から得た知識を自
らの絵画，彫刻に活かしていった人でもあった。
これら二人の巨匠に遅れて生まれ，ローマ教皇に重用
されながらも夭折した画家 Raffaello Santi（1483–1520）
も，両巨匠を敬愛し，人体解剖からの人物描画への学び
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